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施策No基礎学力の向上 03-04
内線

教育委員会事務局指導室
田淵　貢造 ３３８０

　基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り、自ら学び考える力などを含めた確かな学力を児童・
生徒に身につけさせていく。

○平成１４年度より、小中学校の全校において、算数、数学と英語において、理解度に応じた習熟
度別を実施しており、その成果が本区実施の学力向上のための調査に実施教科の達成率向上という
形で表れている。今後、さらに指導法の改善を行い、個に応じたよりきめ細かい指導を行い、教育
効果を上げることが必要である。
○区内小中学校５校に学校図書館指導員を配置したことにより、レファレンス機能が高まるなど教
育効果が表れており、他の学校にも拡大することが課題である。
○今後の学校教育のあり方や施策の方向性を明らかにするために、今年度、学校教育ビジョンを策
定中である。

○さらに学力を向上させるためには、学力の基礎となる国語力の向上が鍵となっている。読書活動
の充実を図るとともに、国語力育成の施策の充実に努める。
○学校図書館指導員の全校配置や蔵書管理システムの導入などにより、学校図書館の一層の充実・
活用を図る。
○学校教育ビジョン策定後は、ビジョンで示された方向性に基づき、子どもの生きる力を育み確か
な学力の定着・向上を図るための施策の具現化を図る。
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施策の成果とする指標名
指標の推移
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目標値

(28年度)
指標に関する説明

優先度についての説明・意見等

Ａ
児童･生徒に確かな学力を身につけさせていくことは学校教育の最重
要課題の一つであるため、極めて優先度の高い施策である。
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荒川区学力向上のための調査
小学校基礎達成率（算数）

80.5

荒川区学力向上のための調
査：中学校（数学）基礎達成
率
荒川区学力向上のための調
査：中学校（英語）基礎達成
率
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57,188 55,235合　計

学校教育の中長期的な目標を設定
するため、必要性は極めて高い。

基礎学力の向上を図るため、必
要性が高い。
理科教育の一環として必要な事
業である。
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個に応じた指導の一層の充実を
図るため、必要性が高い。

個に応じた指導の一層の充実を
図るため、必要性が高い。
国語力は全ての学習の基礎となる
ため、優先度は極めて高い。
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平成17年度
事務事業No

12-06-14

学力向上のための調査

教科担任制 12-06-11

学校図書館指導員 12-06-13

外部講師派遣（ティーチ
ングスタッフ派遣）

12-06-12

12-06-10

施策を構成する事務事業の優先度

習熟度別学習

学校図書館整備費

国語力の向上

ティーチングアシスタン
ト事業費

事務事業名
決算額（千円）

科学教育の一層の充実をめざす
ために必要な事業である。

B

12-06-09

優先度についての説明・意見等
施策推進の
ための優先

度

児童・生徒の読書活動を推進する
ため、優先度は極めて高い。

児童・生徒の学力の現状を把握
し、学校教育の成果をとらえるた
めに、極めて重要な事業である。

13,57912-03-08

平成16年度

あらかわ土曜スクール

荒川区教育ビジョンの策
定

理科教室等運営

12-06-35

12-06-37

－

547

－

－ 2,855 A
児童・生徒の読書活動を推進する
ため、優先度は極めて高い。

291 C
指導法の改善の一環として、継
続して実施する。


